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本論文は、プロテスタントの組織神学者であるユルゲン・モルトマンの神学における「神の国」理解を探求しようとす

るものである。モルトマンは自身の神学を、世界における「神の国」と「神の国」における世界に対する「ファンタジ

ー（Phantasie）」であると表現して独自性を示す。モルトマンは神学研究の始めから「神の国」を熟考し、その後も一

貫して「神の国」への特別な関心を保ち続けている。「神の国」はモルトマン神学を貫く根本問題と言える。 

 序章においては、モルトマンと「神の国」思想との出会いについて述べた後、神学史における「神の国」思想を概観

する。そして神学史におけるモルトマンの位置を確認した後、問題の所在を明らかにする。 

 続く第一章においては、『希望の神学』を出版する以前の初期モルトマン神学における「神の国」理解を考察する。

神学的背景と時代的背景に触れた後、その時代のモルトマンのラジオ放送原稿を紹介する。次に『キリストの支配の

地平における信仰共同体』というモルトマンの初期の論文を取り上げる。なぜならこの論文にはその後のモルトマン

神学におけるほとんどすべての主題が提示されているからである。モルトマンはこの論文の中でカール・バルトのキ

リスト中心的な「神の国概念」を受容した後、「大地への誠実」という新しい神学的道筋を提示する。これは「神の国」

が大地への志向性を持っていることを強く説くブルームハルト父子からの影響であり、ディートリヒ・ボンヘッファ

ーが示した道でもあった。さらにドストエフスキーの『カラマーゾフの兄弟』のアリョーシャが、子供たちと共に苦し

みの多い大地を引き受けた道でもあった。 

 第二章においては、モルトマンと同時代の神学者であるゲルハルト・ザウターを取り上げる。なぜならザウターの

終末論は、その主張においてモルトマンとの多くの一致が認められ、その類似性は著者たち自身を驚かせたからであ

る。ザウターがモルトマを批判する点は、エルンスト・ブロッホからの大胆な哲学概念の受容であるが、ザウターの主

張に依拠しつつ、モルトマンのブロッホ哲学の受容を吟味する。さらにザウターとモルトマンの唱えるエキュメニズ

ムが、普遍的な「神の国」の完成に仕えることに触れる。 

 第三章においては、『希望の神学』刊行後の 10 年間に亘って論じられたモルトマンの終末論における二つの重要な

主張、「終末論の方向」と「終末論の方法」について考察し、それらがどのように「神の国」と結びついているのかを

確認する。終末論の新しい「方向」と「方法」を明示したモルトマンは、その帰結として「十字架の終末論」に辿り着

き、それに基づく将来の「神の国」への希望を説くが、そのことを確認する。 

 第四章においては、共同体と「神の国」について、終末論、聖霊論を中心として教会論からも論じる。そしてこの章

の最後では、モルトマンが「ひとつの愛のための統一用語」として選んだ「エロース」という表現を取り扱う。モルト

マンはアガペー的啓示の次元とエロース的経験の次元の分裂の問題を克服しようとするのであるが、このことによっ

て天の愛と地の愛は結びつけられ、「神の国」は天にも地にも可能になるのである。 

 第五章においては、モルトマンの後期の著作を中心として、「神の国の到来」という問題の核心に近づく。先ず此岸

におけるモルトマンに固有の「神の国」理解を探求する。そして次にヴォルフハルト・パネンベルクとテイヤール・

ド・シャルダンの思想を取り上げ、彼らとの相違と類似性を分析する。そしてこの章の最後では、冒頭で述べたモルト

マンの「ファンタジー」を、モルトマン神学の重要なキーワードである「喜び」と結びつけて考察する。モルトマンは

1971年の著作『存在の喜びの神学』において、「喜び」を「すべての人の子供時代の中に照り輝いているもの」と表現

する。この表現はブロッホの『希望の原理』の最後に出てくるもので、まだ誰も行ったことのない故郷を指し示す表現

である。モルトマンによれば、「神の国」はこの表現のような喜びに満ち溢れた国である。モルトマンは、道徳ではな

く子供のような無垢なるものが「神の国」の恵みを伝えることを説く。そのような「神の国」をモルトマンは、「ファ

ンタジー」でもって美的次元で描くが、そのことに対して肯定的評価を加える。「ファンタジー」という言葉は、フリ

ードリヒ・シュライアマハーが『宗教論』第二講において肯定的に用いている。シュライアマハーによれば神への信仰

は「ファンタジー」の方向に左右され、人が宇宙を直観する時に神を持っているかどうかは、「ファンタジー」の向か

う方向によって決まるのである。シュライアマハーは自由の意識に基づく「ファンタジー」であ 

れば神を持ち、悟性に基づく「ファンタジー」であれば世界は持っていても神は持っていないと述べるが、モルトマン

の場合は、自由の意識に基づく「ファンタジー」であると言える。 

 終章においては、モルトマンの「神の国」理解がどのようなものであるかを再確認して、モルトマン神学における

「神の国」理解の諸相に近づく。最後に提示するのは「ファンタジー」の向かう先としての「神の国」である。モルト

マンのファンタジーによる「神の国」の神学には、人びとを解放する力があり、そのファンタジーは人びとを「神の

国」まで導くことができるのである。 


